
市
政
に
対
す
る一

般
質
問

ま
ち
づ
く
り
の
土
台
と
な
る
長

期
財
政
計
画
を
作
成
し
な
い
か

市
民
が
夢
や
希
望
を
抱
け
る
ま

ち
づ
く
り
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
問
う

●
本
予
算
は
、
市
民
の
未
来
に
つ

な
が
る
視
点
が
十
分
に
示
さ
れ
て

い
な
い
と
考
え
る
。
第
一
に
、
市

民
不
在
の
意
思
決
定
を
指
摘
す

る
。
市
民
祭
り
の
予
算
が
計
上
さ

れ
て
い
る
が
、
目
的
や
主
体
が
不

明
確
で
、
本
来
市
民
と
と
も
に
進

め
る
事
業
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
市

民
が
置
き
去
り
に
さ
れ
、
市
民
主

体
の
ま
ち
づ
く
り
と
は
言
え
な

い
。
第
二
に
、
計
画
の
後
退
と
説

明
責
任
の
欠
如
を
指
摘
す
る
。
中

心
市
街
地
活
性
化
な
ど
に
関
す
る

サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
は
実
施
さ

れ
ず
、
計
画
の
見
通
し
が
示
さ
れ

な
い
中
、
必
要
で
あ
れ
ば
補
正
予

算
で
対
応
す
る
と
い
う
姿
勢
は
、

市
民
へ
の
説
明
責
任
を
果
た
し
て

い
な
い
。
道
の
駅
の
整
備
が
見
送

反
　
対

ら
れ
た
が
、
そ
の
代
替
案
が
十
分

に
示
さ
れ
ず
、
中
小
企
業
強
靭
化

推
進
事
業
費
や
農
業
の
担
い
手
育

成
に
関
す
る
経
費
は
減
少
し
、
地

域
の
稼
ぐ
力
を
高
め
る
施
策
は
後

退
し
て
い
る
と
考
え
る
。
第
三

に
、
将
来
に
対
す
る
責
任
の
放
棄

を
指
摘
す
る
。
市
長
が
掲
げ
た
定

住
人
口
の
増
加
対
策
は
、
十
分
に

具
体
化
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な

い
。
扶
助
費
な
ど
の
増
加
に
対
応

す
る
た
め
、
稼
ぐ
施
策
が
不
可
欠

で
あ
る
と
考
え
る
。
あ
や
せ
ロ
ー

ズ
ガ
ー
デ
ン
は
、
多
く
の
来
園
者

を
集
め
る
資
源
だ
が
、
市
の
発
展

に
十
分
に
結
び
つ
け
る
戦
略
が
見

え
な
い
。
市
民
と
と
も
に
ま
ち
を

つ
く
る
視
点
、
厳
し
い
時
代
に
対

す
る
覚
悟
や
、
未
来
へ
の
ビ
ジ
ョ

ン
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
な
い

こ
と
か
ら
、本
予
算
に
反
対
す
る
。

�

（
あ
や
せ
未
来
会
議
）

●
病
院
誘
致
や
学
校
給
食
費
の
無

償
化
な
ど
に
向
け
た
施
策
を
評
価

す
る
一
方
、
ま
ち
づ
く
り
に
対
す

る
住
民
合
意
形
成
の
欠
如
や
税
金

の
使
い
方
の
問
題
を
指
摘
す
る
。

中
心
市
街
地
推
進
事
業
費
で
は
、

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
通
じ
、

ま
ち
づ
く
り
の
構
想
を
具
現
化
す

る
よ
う
求
め
る
。
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ

ン
の
維
持
費
が
こ
れ
ま
で
の
10
倍

以
上
と
な
る
問
題
点
を
再
度
指
摘

す
る
。
落
合
・
吉
岡
地
域
の
区
画

整
理
事
業
で
は
、
工
業
用
地
で
な

く
、
農
地
保
全
と
農
業
生
産
高
の

向
上
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
地

産
地
消
や
学
校
給
食
へ
の
供
給
体

制
の
構
築
を
求
め
る
。
公
民
館
な

ど
の
使
用
料
は
無
料
が
原
則
と
い

う
視
点
に
立
ち
、
市
民
の
声
に
耳

を
傾
け
る
べ
き
で
あ
る
。
指
定
管

理
者
制
度
で
は
、
営
利
企
業
に
よ

る
運
営
が
、
労
働
条
件
の
悪
化
を

●
本
予
算
案
に
は
中
心
市
街
地
活

性
化
に
関
す
る
予
算
が
含
ま
れ
て

お
ら
ず
、
令
和
７
年
12
月
定
例
会

で
は
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
の
中

止
が
決
定
し
、
併
せ
て
道
の
駅
の

整
備
に
対
し
て
、
市
長
は
慎
重
な

姿
勢
を
示
し
て
い
る
が
、
８
年
度

こ
そ
検
討
を
進
め
る
べ
き
で
あ

る
。
市
民
の
負
担
感
を
見
極
め
た

中
で
、
道
の
駅
の
整
備
を
判
断

し
、
中
心
市
街
地
活
性
化
を
構
想

す
る
よ
う
要
望
す
る
。
タ
ウ
ン
ヒ

ル
ズ
の
解
体
に
反
対
し
て
き
た

が
、
新
た
な
商
業
施
設
は
、
以
前

と
比
べ
店
舗
や
憩
い
の
場
が
著
し

く
減
少
し
て
い
る
。
市
民
が
憩

い
、
買
い
物
な
ど
を
楽
し
め
る
場

と
な
る
よ
う
求
め
る
。
こ
れ
ま
で

文
化
会
館
な
ど
の
指
定
管
理
者
制

度
導
入
に
反
対
し
て
き
た
。
市
が

直
接
管
理
運
営
す
る
こ
と
で
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
や
雇
用
が
保
障
さ
れ

招
い
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
と
ガ
バ
メ
ン

ト
ク
ラ
ウ
ド
の
推
進
で
は
、
国
に

よ
る
国
民
監
視
強
化
と
、
国
内
外

へ
の
個
人
情
報
流
出
の
危
険
性
を

指
摘
す
る
。
医
療
費
助
成
の
年
齢

制
限
、
障
害
者
愛
護
手
当
の
縮
小

や
学
校
プ
ー
ル
開
放
の
中
止
を
問

題
視
す
る
。
税
金
滞
納
者
へ
の
滞

納
処
分
で
は
、
対
象
者
の
生
活
に

寄
り
添
い
対
応
す
る
よ
う
望
む
。

厚
木
基
地
と
の
交
流
事
業
を
中
止

す
る
と
と
も
に
、
オ
ス
プ
レ
イ
の

飛
行
停
止
や
、
不
平
等
な
日
米
地

位
協
定
の
抜
本
的
な
改
定
を
求
め

る
。
国
の
悪
政
に
対
す
る
防
波
堤

の
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
強
く
求

め
、
本
予
算
に
反
対
す
る
。

�

（
日
本
共
産
党
あ
や
せ
）

市長や議員が
提出

委員会で審査をしないもの

市長に結果を送付

意見書は国・県など
関係行政庁に提出

議
案
は
、
こ
の
よ
う
に

審
議
さ
れ
ま
す案

議
で
議
会
本

明
説
案
提
の

の
会
員
委
で
議
会
本

告
報
を
果
結
査
審

託
付
に
会
員
委
管
所

）
と
こ
る
ね
委
を
査
審
（

疑
質
る
す
対
に
案
議

疑
質
る
す
対
に
告
報討

　
（論
　
）
成
賛

対
反

採
　
（決
　
）
決
可

決
否

査
審
会
員
委

る
も
の
と
考
え
る
。
小
学
校
の
給

食
費
は
無
償
化
、
中
学
校
は
半
額

補
助
と
な
っ
て
い
る
が
、
子
育
て

支
援
の
観
点
か
ら
、
給
食
費
を
完

全
無
償
化
と
し
、
さ
ら
に
副
食
の

地
産
地
消
を
促
進
す
る
よ
う
求
め

る
。
落
合
北
部
、
吉
岡
東
部
地
区

の
区
画
整
理
準
備
組
合
に
対
す
る

支
援
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
が
、

地
権
者
の
意
向
を
十
分
に
酌
み
取

り
、
周
辺
の
学
校
環
境
へ
配
慮
す

る
よ
う
要
望
す
る
。
夏
の
市
民
祭

り
や
秋
の
イ
ベ
ン
ト
を
な
く
し
、

新
た
な
祭
り
を
開
催
す
る
こ
と
に

は
賛
成
す
る
が
、
市
主
導
で
は
な

く
市
民
が
中
心
と
な
り
、
親
し
ま

れ
る
内
容
と
な
る
よ
う
努
力
を
求

め
、
本
予
算
に
反
対
す
る
。

※
（
　
）
は
、
会
派
名
で
す
。
記

載
の
な
い
も
の
は
、
会
派
を
組
ん

で
い
な
い
議
員
の
意
見
で
す
。

●
30
年
後
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て

Ｑ
　
人
口
減
少
や
超
高
齢
化
社

会
を
見
据
え
、
行
財
政
運
営
の
羅

針
盤
と
な
る
計
画
や
議
論
を
深
め

て
い
く
組
織
体
制
が
必
要
で
は
。

Ａ
　
財
務
体
質
強
化
の
た
め
、

財
政
収
支
差
拡
大
の
抑
制
を
目
指

し
た
新
た
な
行
政
運
営
の
基
本
方

針
策
定
に
向
け
、
議
論
を
進
め
て

い
る
。
新
た
な
組
織
の
設
置
は
考

え
て
い
な
い
が
、
引
き
続
き
調
査

研
究
し
て
い
く
。

●
基
地
政
策
と
平
和
政
策
に
つ
い
て

Ｑ
　
国
は
厚
木
基
地
に
係
る
騒

音
コ
ン
タ
ー
の
見
直
し
を
発
表
し

た
が
、
70
デ
シ
ベ
ル
を
超
え
る
航

空
機
騒
音
の
回
数
は
依
然
と
し
て

変
わ
ら
な
い
。
国
に
ど
の
よ
う
な

申
し
入
れ
を
行
う
の
か
。

Ａ
　
今
回
の
見
直
し
に
関
し
、

市
民
に
対
す
る
国
の
丁
寧
な
説
明

●
未
来
に
向
け
た
綾
瀬
の
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て

Ｑ
　
中
心
市
街
地
振
興
課
の
令

和
８
年
度
予
算
は
２
万
９
千
円
だ

が
こ
の
内
訳
は
。
ま
た
、
ま
ち
づ

く
り
に
対
す
る
市
長
の
考
え
は
。

Ａ
　
官
公
庁
等
へ
の
調
整
に
係

る
出
張
旅
費
１
万
９
千
円
と
、
消

耗
品
費
１
万
円
で
あ
る
。
ま
た
、

市
民
が
集
う
と
い
う
大
き
な
コ
ン

セ
プ
ト
の
下
、
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ

調
査
を
始
め
さ
ま
ざ
ま
な
調
査
方

法
を
取
り
入
れ
、
幅
広
い
視
点
で

検
討
を
進
め
て
い
る
。

●
ク
ー
ポ
ン
券
配
布
の
方
法
に
つ
い
て

Ｑ
　
紙
の
ク
ー
ポ
ン
と
比
較
し

電
子
ク
ー
ポ
ン
に
５
０
０
円
上
乗

せ
し
た
理
由
は
。
ま
た
、
デ
ジ
タ

ル
弱
者
へ
の
配
慮
は
あ
っ
た
の
か
。

Ａ
　
一
人
で
も
多
く
の
方
が
デ

ジ
タ
ル
の
利
用
に
挑
戦
す
る
後
押

し
と
な
る
よ
う
上
乗
せ
し
て
い

る
。
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
に
不
安
を

抱
え
る
方
で
も
迷
わ
ず
利
用
で
き

る
よ
う
、
操
作
画
面
の
工
夫
や
コ

ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
設
置
な
ど
の
対

策
に
努
め
て
い
る
。

●
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
の
在
り
方

に
つ
い
て

Ｑ
　
環
境
行
政
の
拠
点
と
し
て

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
を
利
活
用
し

て
は
ど
う
か
。

Ａ
　
環
境
を
学
び
、
体
験
し
、

実
践
へ
と
つ
な
げ
る
拠
点
と
し
て

活
用
し
て
い
る
。
今
後
、
施
設
を

よ
り
一
層
活
用
し
、
多
様
な
主
体

が
参
画
可
能
な
仕
組
み
づ
く
り
を

進
め
、
市
民
の
意
識
変
化
に
つ
な

が
る
取
り
組
み
を
展
開
す
る
。

岡
　
　
德
行

あ
や
せ
未
来
会
議
　
安
藤
多
惠
子

一
般
質
問
は
、
提
出
さ
れ
た
議
案
に
か
か
わ
ら
ず
、
市
政
全
般
に
対
し
て
、

議
員
が
執
行
者
の
考
え
方
を
た
だ
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。

３
月
定
例
会
で
は
、
３
月
１6
日
・
１7
日
の
本
会
議
で
１4
人
の
議
員
か
ら
質
問

が
行
わ
れ
、
論
議
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
以
下
は
質
問
・
答
弁
の
概
要
で

す
。（
掲
載
は
質
問
順
、
６
ペ
ー
ジ
ま
で
続
き
ま
す
）

見
出
し
下
部
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
各
議

員
の
一
般
質
問
の
録
画
映
像
に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

や
、
基
地
周
辺
対
策
の
改
善
・
拡

充
を
求
め
、
基
地
の
運
用
に
お
け

る
市
民
負
担
を
最
小
限
に
と
ど
め

る
よ
う
要
望
し
て
い
く
。

Ｑ
　
基
地
を
抱
え
る
自
治
体
と

し
て
、
平
和
政
策
を
率
先
し
て
進

め
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

文
化
財
ミ
ニ
企
画
展
の
開
催
に
至

っ
た
経
緯
は
。
ま
た
、
平
和
展
の

常
設
展
示
を
検
討
し
な
い
か
。

Ａ
　
文
化
財
関
連
の
調
査
協
力

に
対
す
る
米
海
軍
側
の
協
力
が
得

ら
れ
、
条
件
付
き
で
記
録
調
査
が

可
能
と
な
り
開
催
に
至
っ
た
。
ま

た
、
常
設
展
示
は
考
え
て
い
な
い

が
、
よ
り
一
層
の
効
果
及
び
成
果

を
生
む
よ
う
検
討
し
て
い
く
。
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